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本日の内容
１．高度化の狙いと取組状況
１．１．オペレーショナル・リスク管理の高度化の狙い
１．２．これまでのオペレーショナル・リスク管理の高度化の取組状況

２．組織・体制の構築
２．１．当行全体のリスク管理態勢
２．２．オペレーショナル・リスク管理態勢

３．顕現化したリスクの管理
３．１．オペレーショナル・リスク損失データの収集
３．２．オペレーショナル・リスク損失データの活用
３．３．内部監査部門による損失データ収集体制の監査

４．潜在的なリスクの管理
４．１．ＲＣＳＡの導入・展開
４．２．ＲＣＳＡの実施手順
４．３．ＲＣＳＡによる改善要否の判断
４．４．ＲＣＳＡの定期・随時更新
４．５．内部監査部門によるＲＣＳＡ実施状況の監査

５．ＰＤＣＡサイクルの構築
５．１．要改善事項のフォローアップ
５．２．営業店におけるＲＣＳＡの取組み

６．現時点の評価
６．１．経営陣の評価
６．２．本部各部、営業店の評価
６．３．今後の課題
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１．高度化の狙いと取組状況

１．１．オペレーショナル・リスク管理の高度化の狙い

１．２．これまでのオペレーショナル・リスク管理の

高度化の取組状況

All Rights Reserved, Copyright  Shiga Bank,Ltd. 2008２



１．１．オペレーショナル・リスク管理の高度化の狙い

犯罪収益移転防止法・個人情報保護法

偽造・盗難カードへの対応

法令遵守・顧客保護

顕現化したリスクだけでなく、
潜在的なリスクに対しても適
切な対応を行うことが必要。

銀行の社会的責任の増大 リスク管理高度化の必要性

②

①

業務のＩＴ化・集中化

リスク商品等取扱業務の多様化

リスクの多様化・複雑化

銀行全体のオペリスクを横断的
に把握、評価、比較できる共通
の尺度や態勢整備が必要。

リスク感応度を高める

大規模地震や災害への対応

発生規模・頻度の緩和

危機管理

リスク管理プロセスの再構築

損失データの収集・分析

・オペリスクの認識､評価､監視､制御/削減

・リスクの削減／コントロールと事務コスト
のバランス

オペリスク管理態勢の充実

・オペリスク管理規程等の制定・改定

リスク管理体制・管理環境の整備

・内部監査体制の確立

・損失データの収集、分析による改善実施

・リスク統轄部署、オペリスク管理部署、
リスク所管部の役割・責任の明確化

・ＲＣＳＡの実施とリスクの評価
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■リスクに見合った最適業務フロー、人・物・金の資本配賦に努め、内部管理態勢の充実に積極的に
取組む

リスク管理を経営の根幹に位置づけ、
新たなリスク管理高度化手法に挑戦

「自己責任」経営
の貫徹

「自己「自己責任責任」」経営経営
の貫徹の貫徹

リスク管理の高度化
による企業価値の向上

リスク管理の高度化リスク管理の高度化
による企業価値の向上による企業価値の向上



１．２．これまでのオペレーショナル・リスク管理の高度化の取組状況

■ ｢粗利益配分手法」承認申請までの取り組み

■ 平成１６年１１月 監査法人のコンサルティングを受けて、オペレーショナル・リスク管理の高度化への取り組みをスタート。

■ 平成１７年０４月 ｢損失データ」の収集と、潜在リスクの管理手法として「ＲＣＳＡ」の展開を開始。

■ 平成１７年０７月 「業務統轄部」発足。（事務システム部→業務統轄部、システム部）

※従来の事務管理部門に投資信託、生損保国債等の金融商品や公金業務等を加え、事務リスクを一元管理する体制へ。

■ 平成１８年０６月 オペレーショナル・リスク管理規程等制定および改定。

■ 平成１８年０７月 第一回「セルフアセスメント・アンケート」提出。

■ 平成１８年０９月 オペレーショナル・リスク管理体制に関する内部監査実施。

■ 平成１８年１０月 オペレーショナル・リスク損失データ収集システム化開発着手。（苦情・トラブル報告のシステム化含む）

■ 平成１８年１２月 第二回「セルフアセスメント・アンケート」提出。

■ 平成１９年０３月 オペレーショナル・リスク管理「粗利益配分手法」承認申請。

■ 承認申請以降の取り組み

■ 平成１９年０４月 「損失データ」の収集・分析の継続実施、「ＲＣＳＡ」の継続実施（半期ごとに見直し・再評価を実施）。

■ 平成１９年０８月 オペレーショナル・リスク損失データ収集システム稼働。（苦情・トラブル等報告のシステム化含む）

■ 平成１９年０９月 オペレーショナル・リスク管理体制に関する内部監査実施。

■ 平成１９年１０月 以降、「損失データ」収集・分析と「ＲＣＳＡ」を継続的に実施。半期毎に取組状況をＡＬＭ委員会へ報告。
・
・

■ 平成２０年０４月
・
・
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１．２．これまでのオペレーショナル・リスク管理の高度化の取組状況
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11 12 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

プロセスリスクＲＣＳＡ

システムリスクＲＣＳＡ

有形資産リスクＲＣＳＡ

人的リスクＲＣＳＡ

営業店および本部データ

関連会社データ

規程・マニュアル類の整備

平成17年 平成19年

有形資産リスクＲＣＳＡ

営業店事務・本部業務・関連会社

ＲＣＳＡの
本格展開

５

平成16年

①リスク管理プロセスの構築

平成18年

②損失データの収集・分析

③適切なリスク管理環境の整備

最重要・重要・一般システム

人的リスクＲＣＳＡ

営業店・本部データの収集

新収集ｼｽﾃﾑの開発

承認手続規程・手順書・マニュアル等の整備 →

平成20年

ＲＣＳＡの
継続実施

・ＲＣＳＡ対象業務等
の拡大

新収集システム
の稼働

・情報の共有化

・リスク認識の共有化

・損失情報との紐付

収集・分析の
継続実施

関連会社データの収集

収集・分析の
継続実施

・分析の充実

プレ･パイロットＲＣＳＡ

パイロット収集 ・・・報告様式等の検証

パイロットＲＣＳＡ ・・・ 責任者、担当者の理解を深める



２．組織・体制の構築

２．１．当行全体のリスク管理態勢

２．２．オペレーショナル・リスク管理態勢
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２．１．当行全体のリスク管理態勢

■ リスク管理体制の概要

◆ ＡＬＭ委員会で、すべてのリスクの状況把握、問題点等について審議
◆ ＡＬＭ委員会の下に、経営管理部が各リスクを統轄管理

当行ｸﾞﾙｰﾌﾟ全体のリ
スク運営状況の問題
点等について審議

リスク管理体制図
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２．１．当行全体のリスク管理態勢

■ 規程体系の概要

◆取締役会にて、「リスク管理規程」を制定、「リスク管理方針」を決定（半期毎）
①各リスクの定義、②リスク所管部の役割と責任、③リスク管理方法、④内部監査の実施等

◆各種リスクの管理体制を詳細に定めたリスクカテゴリー毎のリスク管理規程を制定

リスク管理関連規程体系図
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２．２．オペレーショナル・リスク管理態勢

■ オペレーショナル・リスク管理体制

◆オペレーショナル・リスクの定義
「銀行の業務の過程、役職員（パートタイマー、派遣社員等を含む）の活動、もしくはシス
テムが不適切であること又は外生的な事象により、当行が損失を被るリスク」と定義。

◆５つのカテゴリー
①事務リスク、②システムリスク、③法務リスク、④有形資産リスク、⑤人的リスク

◆オペレーショナル・リスクは、業務統轄部が一元的に管理する体制（※）
（※）事務リスク,業務リスクのウェイトが大きいことや,より現場に近い部署で管理することのメリット

◆リスク所管部がより専門的な立場で各リスクを管理

・システムリスクの所管部署システム部

リスク所管部

・有形資産リスクの所管部署総務部

・銀行全体のリスク統轄部署

・ＡＬＭ委員会事務局 ・オペリスク相当額の算出

経営管理部リスク統轄部署

・人的リスクの所管部署

・法務リスクの所管部署

・事務リスクの所管部署（※）

（※）事務リスク、金融商品に係るリスク、および情報の管理

・オペリスクの管理部署

・オペリスクワーキング事務局

人事部

経営管理部

業務統轄部

業務統轄部オペリスク管理部署
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２．２．オペレーショナル・リスク管理態勢

オペレーショナル・リスク管理体制図（参考）

取締役会等

リスク統轄部
署

オペレーショ
ナル・リスク
管理部門

取締役会

業務部門

常務会

リスク統轄部署（経営管理部）

ＡＬＭ委員会

オペレーショナル・リスク管理部署
（業務統轄部）

リスク所管部

事務リスク
（業務統轄部）

システムリスク
（システム部）

人的リスク
（人事部）

有形資産リスク
（総務部）

法務リスク
（経営管理部）

本部各部
営業店

（含む銀行代理店）

関連会社
（除く銀行代理店）

オペレーショナル・
リスク担当役員

各リスク所管部
担当役員

総合企画部

連結子会社

連携

監査役会・監査役

内部監査報告会

内
部
監
査
部
署

（監
査
部

）

報告 報告

報告 報告

報告

報告

報告

報告

報告
報告

報告

報告

報告

報告

報告

協議 指示

指示

指示 指示
指示

指示

指示
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指示

指示

指示

指示

All Rights Reserved, Copyright  Shiga Bank,Ltd. 2008１０



２．２．オペレーショナル・リスク管理態勢

オペレーショナル・リスク管理規程体系図（参考）

All Rights Reserved, Copyright  Shiga Bank,Ltd. 2008１１



２．２．オペレーショナル・リスク管理態勢

■ オペレーショナル・リスクの管理方針

◆オペレーショナル・リスクは、業務運営を行っていく上で可能な限り回避すべきリスク。

顕現化リスクの
未然防止

リスク発生時の
影響極小化

組織体制、仕組の整備

■ オペレーショナル・リスクの管理手続き

◆①「顕現化したリスクの管理」
オペリスク情報（事故データ等）の収集・分析を行い、再発防止策を講じる。
→ リスクの制御、移転、回避

◆②「潜在するリスクの管理」
定期的にＲＣＳＡ（Ｒｉｓｋ ａｎｄ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｓｅｌｆ－Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ）を実施し、リスクを

評価し、未然防止策を講じる。

◆③「ＰＤＣＡサイクルの確立」
リスク管理の実効性を高めるため、①②を継続的に実施し、ＰＤＣＡサイクルを
確立する。
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２．２．オペレーショナル・リスク管理態勢

■ 実務レベルの連携 ＜オペリスク対応検討ワーキングの機能＞

各部 各部 各部各部

事務局 （業務統轄部）

◆平成１６年１１月の取組開始時から承認申請まで 実務レベルの作業を実施

◆承認申請後 ノウハウの共有化、管理体制の協議、検討。

ワーキング

ワーキングメンバーの役割

各部

専任１名、
兼任２名体制

・損失データ収集・分析やＲＣＳＡの
運営管理
・オペリスク情報のとりまとめ
・オペリスク管理状況の報告 など

・損失データ収集やＲＣＳＡの
ファシリテーター
・各種オペリスク対応依頼事項の
とりまとめ など

各部ワーキングメンバー

事務局の役割

■ 主要メンバーの確保
・各部・・・実務責任者（課長クラス）。（リスク管理にかかわりの深い人）

■ 人材育成
・各部では、実務責任者の他にオペリスク対応の実務担当者を配置し、人材育成を図っている。
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３．顕現化したリスクの管理

３．１．オペレーショナル・リスク損失データの収集

３．２．オペレーショナル・リスク損失データの活用

３．３．内部監査部門よる損失データ収集体制の監査
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３．１．オペレーショナル・リスク損失データの収集

■ 概要

オペレーショナル・リスク損失の定義

◆ バーゼルⅡのオペレーショナル・リスク損失の概念を基に、独自に区分

・ 直接損失（事故金額、法的費用、システム対応費用、修繕費、再作成費用等）

・ 間接損失（対応人件費、第三者への追加的支払、諸経費等） など、

約２５種類に区分

損失データの報告・登録基準

◆オペリスク損失事象（※）の結果として生じたあらゆる損失(費用)を損失データとして収集

◆その他、ニアミス事象も収集・・・実損は発生していない軽微な事務ミスまで広く収集

①内部不正、②外部不正
③労務慣行・職場の安全
④顧客,商品,取引慣行
⑤有形資産に対する損傷
⑥システム障害、⑦プロセス管理

※
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３．１．オペレーショナル・リスク損失データの収集

■ 概要

収集方法

◇ 「損失費用管理票」を制定し、業務統轄部で情報を一元管理する体制を構築。

※オペリスク事象が顕現化したときに、迅速な報告により情報の共有化が図られ
ることが重要。

◇ 18/10月にはシステム開発に着手し、19/8月より、データをシステム登録して
ファイルベースで収集・管理を行う体制とした。

「損失費用管理票」作成（例）

①事務ミス、事務事故を惹起し、その事後対応を要した場合。

②事務ミス、説明不足・知識不足が原因でﾄﾗﾌﾞﾙが発生し、その処理対応を要した場合。

③不適切な業務遂行により損失が発生した場合。
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３．１．オペレーショナル・リスク損失データの収集

■ オペレーショナル･リスク損失データ報告の流れ

 損失費用の発生（発生部店） 
※ 損失費用の確定により、
最終処理が完了した時点で
再度、損失データの登録内容
を更新し､再報告する。

損失費用が発生した日（発生日または判明
日）から一週間以内に、ＣＲＭ支援「オペリ
スク」から損失データを登録のうえ、報告す
る。

損失データの登録・報告（発生部店）

発生部店 関連部店
発生部店
の再報告

損失費用
確定

未確定
確定

損失データ登録内容の更新・再報告 損失データの登録・報告

「各リスク所管部（業務統轄部・システム部・経営管理部・総務部・人事部）」

「オペレーショナル・リスク管理部署（業務統轄部）」
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３．１．オペレーショナル・リスク損失データの収集

■ 損失データ登録イメージ (参考)
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３．１．オペレーショナル・リスク損失データの収集

■ 損失データの報告促進

◆全体会議での指示徹底

◆臨店事務指導班による指導項目として取り上げ

◆オペリスク事務局でのモニタリング強化

登録件数推移

17年上 17年下 18年上 18年下 19年上 19年下

2,670件 2,898件 3,950件 3,962件 4,484件 4,171件

店舗表彰への組み込み

■ 業績表彰への組み込み

（１）｢異例取引の期限内報告」・・・重要なオペリスク損失データの報告遅延は持ち点減点

（２）「損失データの報告比率」・・・取消件数に対する損失データの報告割合を仕振評価
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３．１．オペレーショナル・リスク損失データの収集

■ 登録情報

「オペレーショナル・リスク」を５つのリスクに分類し、各リスク所管部に報告する。

事務リスク
【業務統轄部】

システムリスク
【システム部】

法務リスク
【経営管理部】

人的リスク
【人事部】

有形資産リスク
【総務部】

【オペレーショナル・リスク】

主な登録項目

項目 内容
日時 報告日、発生日、判明日、対応完了日

発生店、発生場所、発生業務
判明ルート、処理工程(大分類、中分類)

関係者情報 発生者、検証者
事故内容、対応概要など
事故原因、再発防止策、上席コメント
職位別対応人数、対応時間

損失金額(直接・間接)、回収金額

バーゼルⅡ区分、他のリスク(信用、市場)との重複の有無

事象概要

事象内容

損失情報

対応時間を入力すると
システムが対応人件費
を自動計算
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３．２．オペレーショナル・リスク損失データの活用

■ 損失データの分析

規模・頻度の大き
い損失事象から改
善策を立てていく

①金額階層別の件数・金額
②ＢＩＳ業務区分、損失事象の種類別ネット損失額
③発生場所別
④発生要因別
⑤損失金額上位
⑥各リスクカテゴリー別の発生状況

■ 経営陣への報告事項

半期ごとに損失データの集計を行い、上記切り口により分析した結果を経営陣
(ＡＬＭ委員会)に報告

■ 効果

◆従来個別事象の対応に止まっていたが、銀行全体のリスク状況の把握が可能

◆全体事象のリスクを明らかにし、経営に報告することにより、指示が迅速に行き渡る
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３．３．内部監査部門による損失データ収集体制の監査

■ 損失データ収集体制の管理体制に関する定期監査（主な項目）

損失データの収集

①損失データ定義の網羅性

②損失データの収集方法の明記と周知・徹底

③損失データの収集実績

損失データの分析・報告

①収集された損失データの管理・分析
（オペリスク所管部、オペリスク管理部署およびリスク統轄部署等の活動状況）

②収集された損失データの報告

③損失データ報告・登録状況のモニタリング

上記についての整備・運用状況および指摘事項の改善状況等を監査
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４．潜在的なリスクの管理

４．１．ＲＣＳＡの導入・展開

４．２．ＲＣＳＡの実施手順

４．３．ＲＣＳＡによる改善要否の判断

４．４．ＲＣＳＡの定期・随時更新

４．５．内部監査部門によるＲＣＳＡ実施状況の監査
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４．１．ＲＣＳＡの導入・展開

■ パイロット・プロジェクト

目的 ◆第１ステップ・・「プレ･パイロットＲＣＳＡ」
・作成したガイドブックに基づき、一業務をテスト的に実施

◆第２ステップ・・「パイロットＲＣＳＡ」
・RCSAに対する理解、レベルの均一化、マニュアル及び方法論の再確認

取組課題 実施部署 実　施　内　容

営業店事務ＲＣＳＡ 業務統轄部

事務事故報告書等を分析のうえ、リスクの大きい１０事務
（※）を抽出し、パイロットＲＣＳＡを実施
※融資、預金、振込（口座振替含む）、取立為替、現金出
納、渉外集金、自動機、外国送金、外国為替、外貨預金

本部業務ＲＣＳＡ 本部各部

各部各グループ単位に業務を棚卸し、リスクの観点から整
理したうえ、リスクの大きい業務を対象にパイロットＲＣＳＡ
を実施　　　　　　　　　　４４グループ／６１業務で実施
毎月、ＲＣＳＡ実施説明会と評価シートレビュー会を開催

システムリスクＲＣＳＡ システム部
勘定系システムをパイロットＲＣＳＡの対象として実施

有形資産リスクＲＣＳＡ 総務部
総務部所管の建物及び付属設備（什器を含む）車両につ
いてパイロットＲＣＳＡを実施
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４．１．ＲＣＳＡの導入・展開

■ 全業務への展開
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ＲＣＳＡ実施部署 実施件数 実施内容等

営業店事務 業務統轄部他 1,210

事務取扱要領から棚卸した業務のうち事務事故データ等の分析よりリス
ク大と判断した業務について実施。実施部署は業務統轄部の他、一部、
証券国際部でも実施

本部業務 本部各部 710
棚卸業務プロセス数１１３５件の６３％にあたる７１０件で実施

関連会社 各関連会社（11社） 981
関連会社11社合計の棚卸業務プロセス数1176件に対し、８３％について
実施

システム部 302

勘定系システム等重要な１０システムの①災害及び破壊行為、②機器・
設備等の故障、③過失による停止・誤動作、④内部、外部の不正行為、
⑤外部委託、個人情報等、⑥システム開発上のリスクに関して、２９５７
件のチェック項目でコントロールの実施状況を把握。うち３０２件について
残存リスクを評価

総務部 796

建物及び建物付属設備（建物内の什器備品を含む）と車両について実
施。リスク事象は①地震、②雷、火事、③風水害、雪害、④テロ、強盗、
⑤交通事故等について評価

人事部 26

①労務慣行及び職場の安全関係
②行員の不法行為による使用者責任
③人員不足等の人事管理の項目について実施

人的リスク

ＲＣＳＡの種類

システムリスク

有形資産リスク

事務リスク

※業務プロセス数やチェック項目数など、

ＲＣＳＡの種類により集計の仕方は異なる。



４．２．ＲＣＳＡの実施手順

■ 営業店事務ＲＣＳＡ

■本部業務ＲＣＳＡ
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４．２．ＲＣＳＡの実施手順

■ 特定リスクＲＣＳＡ
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４．３．ＲＣＳＡによる改善要否の判断

多い少ない■ ＲＣＳＡによる改善要否の判断

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

有
効
性

規
模

無効

大きい

頻度小さい

有効

改善要

「損失規模」×「発生頻度」×「コントロールの有効性」の評価より、
数値化して総合的に判断する
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４．３．ＲＣＳＡによる改善要否の判断

■ ＲＣＳＡ別の評価件数（１９年下期）

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

ＲＣＳＡ評価件数

営業店事務 本部業務 関連会社 ｼｽﾃﾑﾘｽｸ 有形資産ﾘｽｸ 人的ﾘｽｸ

■ ＲＣＳＡによる要改善業務・プロセスの増減
（注）ＲＣＳＡ実施対象の追加に伴う増加を含む）

0
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20

30
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70

１８年上期 １８年下期 １９年上期 １９年下期

営業店事務

本部業務

関連会社

システムリスク

有形資産リスク

人的リスク

※評価対象システムの
追加に伴う増加
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①新規業務の開始、新商品の販売

②業務プロセスの重要な変更

③重要なシステムの導入、変更

④組織変更

⑤その他オペリスク管理部署またはリスク所管部が必要であると判断した場合

All Rights Reserved, Copyright  Shiga Bank,Ltd. 2008３０

（1）半期に1回実施

（2）以下に該当する場合

継続的に実施

適宜実施

■ ＲＣＳＡの定期・随時更新

ＲＣＳＡの更新タイミング

４．４．ＲＣＳＡの定期・随時更新



４．４．ＲＣＳＡの定期・随時更新

■ 外部事例とＲＣＳＡの関係■ 損失データとＲＣＳＡの関係

潜在リスクとして認識必要

他行

当行

新聞、雑誌等で情報収集

ＲＣＳＡ見直し

潜在リスクの洗出し

当行は
大丈夫？

事務事故、事件発生

損失事象発生

（顕現化したリスク）

業務内容別に
分類、集計

対象業務ＲＣＳＡ確認

件数

少ない
小さい

金額

①評価の再確認
②コントロールの削減

件数

多い

金額

大きい

①評価の再確認
②コントロールの強化
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４．４．ＲＣＳＡの定期・随時更新

■ ＲＣＳＡと損失データの紐つけによる検証（例）

【ケースの説明】

（ケース１）

・ＲＣＳＡが未実施の業務について大きな損失事象が発生

→ 適切なリスク認識にもとづくＲＣＳＡ対象業務の拡大が必要。

（ケース２）

・ＲＣＳＡを実施した業務プロセス以外で比較的大きな損失事象が発生

→ ＲＣＳＡにおける適切な業務プロセスの洗い出しが必要。

（ケース３）

・適切にリスクを洗い出しているが、コントロールの内容に問題があり

損失事象が発生

→ コントロールの内容について有効性の検証が必要。
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４．５．内部監査部門によるＲＣＳＡ実施状況の監査

■ ＲＣＳＡ実施状況および管理体制に関する定期監査（主な項目）
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ＲＣＳＡ体制の整備状況

①ＲＣＳＡの目的・定義の網羅性

②ＲＣＳＡ実施体制
（オペリスク所管部、オペリスク管理部署およびリスク統轄部署等の活動状況）

③ＲＣＳＡ計画

ＲＣＳＡの実施状況

①リスクの特定

②リスクの評価

③リスクカテゴリー別のＲＣＳＡの実施

上記についての整備・運用状況および指摘事項の改善状況等を監査



５．ＰＤＣＡサイクルの構築

５．１．要改善事項のフォローアップ

５．２．営業店におけるＲＣＳＡの取組み
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５．１．要改善事項のフォローアップ

■ ＰＤＣＡサイクルの構築

オペレーショナル･
リスクの削減・防止

「損失データ」の収集と分析→対策の検討・実施

「ＲＣＳＡ」の実施と評価 → 対策の検討・実施

改善活動ＰＤＣＡを繰り返して

顕現化したリスク
の管理

潜在するリスクの
管理

管理状況を経営陣へ報告管理状況を経営陣へ報告管理状況を経営陣へ報告

内部監査内部監査内部監査

リ
ス
ク
管
理
方
針
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５．１．要改善事項のフォローアップ

■ 経営陣の関与 顕現化したリスクの管理状況の報告

◆ 損失データの収集に係るオペリスク情報の分析結果、重大な個別損失事象の概要、
リスクカテゴリー別の発生状況などを、オペリスク管理部署（事務局）で取りまとめたうえ、
半期ごとに経営陣（ＡＬＭ委員会）に報告。

オペリスク損失データ分析状況オペリスク損失データ収集状況

重要性の高いリスクの把握全体的な状況の把握
（１）事務リスク

①＜営業店における「業務区分別」･「発生工程別」の傾向分析＞

発生工程 1.取引開始 2.取引実行 3.取引後の処理 4.事後管理

19年下期

受付 起票 取引処理 返却 ＦＡＸ、 期日管理 総　　計 総　　計
(端末操作等) 郵送

件数 損失額 失件数 損失額 件数 損失額 失件数 損失額 件数 損失額 件数 損失額 件数 損失額 件数 ％ 損失額 ％ 損失額 件数 ％ 損失額 ％

1

2

3
4
5

6

9

10

11
12
14

16 その他

預り資産

貸出

出納

受入手数料

日計･庶務

発生業務

預金

外国為替

為替

前期（19年上期）

5.その他
一
件
平
均

％

19年上期

諸届･相続

前期比

％

19年下期

（単位：千円）

件数 損失額 件数 損失額 件数 損失額 件数 損失額 件数 損失額 件数 損失額

他損事故等 業務中

(@  ) (@  ) 自然災害 出勤途上

交通事故 車両物損 帰宅途上

(@  ) (@  )

 
(@  )

 
(@  )

計   計 計

前期   前期 前期

増減   増減 増減

計

海外店

関連会社

計

海外店

関連会社

前期

本部

海外
店

関連
会社

前期

海外
店  

関連
会社  

関連
会社

海外
店

※収集基準（判明日：　年 月 日～ 年 月 日）

営業
店

1.事務リスク 2.システムリスク

営業
店

4.有形資産リスク3.法務リスク

法令
契約
違反
損害
賠償
金等

銀行施設内で
の対外責任

建物設
備等の
損壊

本部

増減 増減

合計5.人的リスク

交
通
事
故

ｺﾝﾌﾟﾗ関係

③＜事務リスクの「判明ルート」別の傾向分析＞

１． ２． ３． ４． ５． ６． ７． ８．

判明ルート 自己精査 決裁時 内部からの 計算不符合 本部他店他行 事務長精査､顧客からの その他 　計

照会指摘 の照会指摘 検査､監査 照会指摘

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1 18年上期

2 18年下期

3 19年上期

4 19年下期

で
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５．１．要改善事項のフォローアップ

■ 経営陣の関与 潜在するリスクの管理状況の報告

◆ ＲＣＳＡに係るオペリスク情報の分析結果、リスク削減のための対策の取り組み状況を、
オペリスク管理部署（事務局）で取りまとめたうえ、半期ごとに経営陣（ＡＬＭ委員会）に報告。

ＲＣＳＡの種類

営業店事務 本部業務 関連会社業務 システムリスク 有形資産リスク 人的リスク
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備考

上段 上段 改善策必要 上段

下段 下段 （前期比） 下段

件
（-11件）
件
（-20件）
件
（-2件）
件
（－21件）

件
（±0件）
件
（±0件）

53 91 77件 55
86 51 （-54件） 25

・上段 ： コントロールの有効性評価から→「改善が必要」な業務

・下段 ： 改善要否判断スコアが「所定値」以上→「対応策の策定が必要」な業務

※「コントロールの有効性」の観点からの改善対象と「改善判断スコア」による改善対象とで重複あり。

18年上期 19年上期 19年下期・ＲＣＳＡ

主な増減要因等

①営業店事務

ＲＣＳＡの種類
改善策の必
要な業務

改善策の必
要な業務

ＲＣＳＡ
評価件数

③関連会社

②本部業務

⑤有形資産リスク

④システムリスク

計 121件 131件 4,025件

⑥人的リスク

ＲＣＳＡによる改善策の対象業務の増減

①ＲＣＳＡ実施件数
②改善を要する項目数
③前回と比較した増減状況と主な要因
など、全体的な状況を把握。

「ＲＣＳＡに基づく『改善策の検討・実施状況一覧』（改善判断スコア順）

部署名等
ｸﾞﾙｰﾌﾟ名
等

業務プロセス
（レベル２）

業務プロセス
（レベル３）

潜在リスク 要因分類 規模 頻度 ⇒評価

本部業務ＲＣＳＡ

証券国際部 内部不正 ○ ○ ○

証券国際部
顧客､商品及
び取引慣行

○ ○ ○ ○

審査部 事務ミス ○ ○ ○ ○

営業店事務ＲＣＳＡ

外国為替 事務ミス ○ ○

貸出商品 事務ミス ○ ○ ○

関連会社ＲＣＳＡ

ビジネス
サービス

事務ミス ○ ○ ○

システムリスクＲＣＳＡ

営業統轄部
事業活動中
断･ｼｽﾃﾑ障害

○ ○ ○

システム部
事業活動中
断･ｼｽﾃﾑ障害

○ ○ ○

有形資産リスクＲＣＳＡ

総務部
有形資産に
対する損傷

○ ○ ○ ○

人的リスクＲＣＳＡ

人事部
労務慣行・
職場の安全

○ ○ ○ ○

④ 改善策の策定
｢残存リスク」の評
価

コント
ロール
の有効
性評価

そ
の
他

設
備

文書
化･
ﾏﾆｭｱ
ﾙ化

人材

育成
研修

ﾘｽｸ
の
移
転

実
施
中

検
討
中

対応策の種類

ﾌﾟﾛｾ
ｽ改
善

ｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ
改
善

ｼｽﾃ
ﾑ対
応

実
施
済

⑤ 改善策の進捗状況
改善要
否スコ
ア(優先
度）

③改善要否判断スコア(現状)
対象部署等

店
番

① 対象業務等
② オペレーショナル・リスク
の内容 (※想定されるリスク）

重要性の高いリスクの把握全体的な状況の把握

①残存リスク評価の分布、および改善判断スコアの
分布状況から、リスクカテゴリーごとの特徴を把握。
②各部署で洗い出された個別の要改善業務の内容、
想定リスクの内容、改善策とその取組状況等を把握。



５．１．要改善事項のフォローアップ

■ 現場の意識

・ 重要な顕現化事象については、各業務の主管部署から、全体会議、ニュース、通牒等により情報
の共有化を図るとともに、各店でも事務ミス記録票を活用して、個別事象の再発防止に努めている。
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■ 進捗管理

・ ＲＣＳＡ実施部署では、業務担当者と業務責任者（課長クラス）がＲＣＳＡを通じてリスク認識の共有化
を図るとともに、全行的な取組状況も認識しながら、担当業務のリスク改善に取り組んでいる。

ＲＣＳＡによる改善管理

・ ＲＣＳＡの結果洗い出された、改善が必要と思われる業務は、その優先度を「改善

要否判断スコア」で数値的に比較し、優先度の高いものから改善策を検討・実施。

ＲＣＳＡ実施部署

改善活動

・ 改善を要すると判断されたものに関しては、ＲＣＳＡ実施部署で
「対応策の検討・管理シート」を作成して、改善策の検討・実施に取り組む。
・ 個別に進捗管理を実施。

モニタリング

オペリスク管理
部門 ・ 各部署で実施される改善活動が途切れないようモニタリングすることが重要。



５．２．営業店におけるＲＣＳＡの取組み

■ 営業店へのＲＣＳＡの展開

営業店における「オペレーショナル・リスクの未然防止」へ向けた取組み

① 事務ミス等を発生させないためには、営業店全員の意識・認識
が重要。

② 営業店に、潜在的なリスク管理の重要性を認識してもらうため、
ＲＣＳＡの思想を取入。

③ 各店の状況に応じた実践的な取組を通じて、リスク管理のＰＤ
ＣＡの理解を促進。

◆主旨

「リスクの未然防止」運動の展開

（リスク管理手法の定着化）
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５．２．営業店におけるＲＣＳＡの取組み

営業店における「オペレーショナル・リスクの未然防止」へ向けた取組み

■ 目的
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■ 手順

・オペリスクの未然防止のため、現在は発生していないが、自店においても
発生する可能性が高いと思われるリスクを「２項目」選定し、ＲＣＳＡを実施
して、防止策を策定・実施し、改善に取り組む。

「オペレーショナル・リスク未然防止取組シート」を使用

１．自店の現状分析 店質・職員のｷｬﾘｱ・過去の事務事故事例等を参考に自店の強み弱みを認識

２．取組項目の選定 上記を踏まえ、未然防止策を実施しなければ発生の可能性が高い項目を選定

３．取組項目の「期初」報告 決定した取組項目、取組方針を、臨店事務指導班に報告

毎月末に、当月末の進捗状況を、期初に作成した「シート」に記入（５段階評価)４．毎月の「進捗管理」

５．取組内容の「中間」報告 半期の取組状況（中間成果）を自店評価（４段階）し、臨店事務指導班に報告

６．取組結果の「期末」報告 期中成果を自店で評価（４段階）し、臨店事務指導班に報告（取組資料添付）

７．店舗表彰での重点評価 支店を挙げての取組状況、防止策の実施状況、取組成果を重点に「仕振評価」



５．２．営業店におけるＲＣＳＡの取組み

■ 効果

◆各店での取り組みが多かった項目については、オペリスク発生件数の
前期からの減少率が平均よりも高く、取り組みの効果が見られた。

「 （潜在リスクも含めた）リスク管理意識・認識の高まり」「 （潜在リスクも含めた）リスク管理意識・認識の高まり」

「ベストプラクティス」(※)として全店へ周知→共有化「ベストプラクティス」(※)として全店へ周知→共有化

「取組テーマに関する顕現化リスクが減少」「取組テーマに関する顕現化リスクが減少」

「全行的なリスクプロファイルが把握できる」「全行的なリスクプロファイルが把握できる」

（※）「ベストプラクティス」には、店舗表彰（仕振評価）でプラス加点
（前向きなリスク管理への取組に対しては、インセンティブを付与）
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６．現時点の評価

６．１．経営陣の評価

６．２．本部各部、営業店の評価

６．３．今後の課題

All Rights Reserved, Copyright  Shiga Bank,Ltd. 2008４２



６．１．経営陣の評価

オペレーショナル・リスク損失データの収集・分析については十分とは言えない
が、データ活用できるレベルのものはできてきた。今後は、分析結果を活用して、
具体的な事務改善に結びつけていく取組を強化することが重要。

オペレーショナル・リスクの発生状況を、全体的、時系列的に把握することで、
各種改善施策の実施効果の確認や取組課題の明確化が期待できる。また潜在
リスクの数値化により、取組優先順位の決定やリスク極小化コストとのバランス
比較にも活用するなど、施策検討時の判断材料とすることも期待できる。

コントロールの有効性が可視化できるため、リスクとコントロールとのバランス
ある管理態勢が構築できる。

当行全体のリスク管理意識が高まることで、ＲＣＳＡの考え方が現場レベルでも
定着していくことで、自己責任経営のベースとなるリスク管理重視の企業文化へ
の寄与が期待できる。
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６．２．本部各部、営業店の評価

ＲＣＳＡの実施を通じて、業務担当者と管理者がリスク認識の共有化が図れる。

損失データを収集、把握する活動を通じて、事務コスト・収益の意識が高まる。

店舗表彰と組み合わされることで、現場の事務品質向上への取り組みにイン
センティブが付与される。

ＲＣＳＡの考え方を、各種の取り組みに応用して展開することができる。
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６．３．今後の課題

■ 分析の高度化とＰＤＣＡの組み立て

顕現化リスクと潜在リスクの連携により、真に実効性のあるリスク管理のＰＤＣＡを組み立てる。

■ 「事務リスク情報」収集の網羅性
・損失データ以外の情報も収集し、全体事象
の分析に活用
・監査・店内検査等指摘事項の情報

■ 事務量データとの連携による「事務リスク
発生確率要素」の導入
・精度の高い分析によるリスクの低減
・顕現化率の高い業務プロセスの洗出
→ コントロールの強化
・1件あたり損失額の大きいもの
→ 潜在リスクの解消に注力

■ 損失データによるＰＤＣＡの組み立て
・個別事象毎に再発防止策を策定・実施
・全体事象の原因分析による改善活動を展開

◆損失データ収集･分析の実効性を高める取組
◆ＲＣＳＡの実効性を高める取組

実効性ある

改善活動の

取組を強化

■ ＲＣＳＡの継続実施
・新商品・新業務等の取扱を反映した
定期的な見直し、再評価を実施

■ ＲＣＳＡの客観性確保の指導・徹底
・損失事象の発生状況や監査・店内検
査等の情報との照合
・適切なリスク認識とコントロールの有
効性の検証に努める

リスク管理の高度化による
企業価値の向上

■ リスクとコストの最適化
・コントロールの強化、過剰コントロールの排除等

真の原因を分析真の原因を分析真の原因を分析 連携連携連携 取組の継続性取組の継続性取組の継続性

All Rights Reserved, Copyright  Shiga Bank,Ltd. 2008４５



ご清聴ありがとうございました。
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